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政
府
が
6
月
に
決
定
し
た
「
P
P
P
／
P
F
I
推
進

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
令
和
5
年
改
定
版
）」（
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
R
5
）
で
打
ち
出
さ
れ
、
注
目
を
浴
び
る
「
ウ

ォ
ー
タ
ー
P
P
P
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。「
ウ
ォ

ー
タ
ー
P
P
P
」
に
は
「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
」
と
、

官
民
連
携
（
P
P
P
）
の
新
手
法
で
あ
る
「
管
理
・
更
新

一
体
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
式
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
前
回

（
10
月
23
日
号
）
は
、
こ
の
新
手
法
が
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
か
を
明
確
に
し
た
。

　
今
回
は
サ
ー
ビ
ス
調
達
型
P
F
I
に
お
け
る
三
つ
の
メ

リ
ッ
ト
、
す
な
わ
ち
「
必
要
な
公
共
施
設
の
整
備
と
財
政

健
全
化
の
両
立
」「
公
共
事
業
へ
の
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活

用
」「
サ
ー
ビ
ス
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
基
づ
い
た
品
質
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
（
確
約
）」
が
、
こ
の
新
手
法
で
得
ら

れ
る
か
ど
う
か
を
検
証
し
、
サ
ー
ビ
ス
調
達
型
P
F
I
の

必
要
性
に
つ
い
て
再
考
察
し
て
み
よ
う
。

6
．得
ら
れ
な
い
三
つ
の
メ
リ
ッ
ト

　
前
回
見
た
よ
う
に
「
管
理
・
更
新
一
体
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

方
式
」
は
、「
イ
ン
プ
ッ
ト
発
注
」
で
あ
り
、「
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
発
注
」
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
調
達
型

P
F
I
に
お
け
る
三
つ
の
メ
リ
ッ
ト
は
得
ら
れ
な
い
。

（
1
）課
題
─
─
財
政
健
全
化

　
国
土
交
通
省
の
「
下
水
道
に
お
け
る
新
た
な
P
P
P

／
P
F
I
事
業
の
促
進
に
向
け
た
検
討
会
」
が
6
月
に

作
成
し
た
「
管
理
・
更
新
一
体
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
式
（
レ

ベ
ル
3
・
5
）
の
考
え
方
」
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る

「
レ
ベ
ル
3
・
5
」
は
、「
性
能
発
注
に
よ
る
公
共
施
設

整
備
」
が
前
提
で
あ
る
た
め
、「
更
新
支
援
型
」「
更
新
実

施
型
」
の
ど
ち
ら
を
採
用
し
て
も
財
政
健
全
化
に
は
役
立

た
な
い
。

　
な
ぜ
な
ら
、
前
者
で
は
施
設
が
要
求
通
り
に
完
成
す
れ

ば
、
事
業
者
の
債
務
履
行
は
完
了
し
、
施
設
整
備
費
は
確

定
債
務
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
後
者
で
も
自
治
体
が
公
債

な
ど
を
通
じ
て
資
金
調
達
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
自
治

体
の
債
務
拡
大
は
必
須
と
な
る
。

　
自
治
体
は
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
き
、
健
全
財
政
で
あ
る
こ
と
を
判
断
す

る
財
政
指
標
に
よ
っ
て
情
報
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
既
存
の
P
F
I
法
に
基
づ
い
た
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方

式
を
導
入
す
る
と
、
財
政
指
標
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
し
、

「
レ
ベ
ル
3
・
5
」
を
選
択
肢
に
加
え
て
も
、
そ
の
状
況

を
改
善
さ
せ
る
こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
財
政
健
全
化

の
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

（
2
）課
題
─
─
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用

　
国
交
省
が
2
0
0
1
年
4
月
に
ま
と
め
た
「
性
能
発
注

の
考
え
方
に
基
づ
く
民
間
委
託
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
は
、「
性
能
発
注
の
考
え
方
に
基
づ
く
民
間
委
託

を
『
包
括
的
民
間
委
託
』
と
称
す
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
連
載
第
10
回
（
7
月
20
日
号
）
で
解
説
し
た
よ
う
に
、

性
能
発
注
に
基
づ
く
と
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
代
替

提
案
が
で
き
な
く
な
る
。
示
さ
れ
た
性
能
の
範
囲
内
で
の

提
案
し
か
で
き
ず
、
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
フ
ル
に
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
制
限
を
な
く
す
必

要
が
あ
る
。

（
3
）課
題
─
─
品
質
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

　
国
交
省
の
前
記
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
「
包
括
的
民
間
委

熊
谷
弘
志

オ
フ
ィ
ス
・
ク
マ
ガ
エ
代
表

ク
ラ
ウ
ン
エ
イ
ジ
ェ
ン
ツ
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

P
P
P
事
業
部
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

「
ウ
ォ
ー
タ
ー
P
P
P
」新
手
法
の
検
証 （
下
）

求
め
ら
れ
る「
サ
ー
ビ
ス
調
達
型
へ
の
転
換
」

連

載

令
和
時
代
の
P
F
I
活
用
術
講
座 

⑬
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託
と
は
、
一
般
的
に
は
、
民
間
事
業
者
が
施
設
を
適
切
に

運
転
し
、
一
定
の
性
能
（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）
を
発
揮
で

き
れ
ば
、
施
設
の
運
転
方
法
の
詳
細
等
に
つ
い
て
は
、
民

間
事
業
者
の
裁
量
に
任
せ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
」
と

記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
省
が
3
月
に
ま
と
め
た
「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
包
括
的
民
間
委
託
導
入
の
手
引
き
」

に
よ
る
と
、「
包
括
的
民
間
委
託
と
は
、
公
共
施
設
の
管

理
・
運
営
を
受
託
し
た
民
間
事
業
者
が
創
意
工
夫
や
ノ
ウ

ハ
ウ
の
活
用
に
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
に
管
理
・
運
営
を

実
施
で
き
る
よ
う
、
複
数
の
業
務
や
施
設
を
包
括
的
に
委

託
す
る
こ
と
」
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

　
複
数
の
業
務
や
施
設
を
包
括
的
に
委
託
し
、
そ
の
施
設

の
運
転
方
法
の
詳
細
な
ど
を
民
間
事
業
者
の
裁
量
に
委
ね

て
し
ま
う
と
、
民
営
化
に
反
対
す
る
人
々
が
懸
念
し
て
い

る
よ
う
な
「
民
間
に
任
せ
る
と
、
利
益
追
求
を
目
的
と
す

る
た
め
、
点
検
や
修
繕
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
、
水
質
が
悪

化
し
て
し
ま
う
」
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
運
営
上

の
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
を
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
す
る
仕
組
み
が

必
要
で
あ
る
。

7
．課
題
の
解
決
方
法

　
こ
れ
ら
課
題
の
解
決
方
法
は
「
サ
ー
ビ
ス
調
達
型

P
F
I
へ
の
転
換
」
で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
価
値
を

担
保
に
し
て
投
資
事
業
者
が
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け

る
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
仕
組
み
を
活
用
す

る
こ
と
で
あ
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
、
次
の
よ
う
な
六
つ

の
要
素
を
持
つ
。

　
す
な
わ
ち
、
①
発
注
者
と
投
資
事
業
者
が
結
ぶ
長
期
的

な
契
約
で
あ
り
、
か
つ
②
事
業
資
産
（
関
連
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
管
理
を
潜
在
的
に
含
む
）
に
つ
い
て
、
開
発
（
ま
た

は
大
掛
か
り
な
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
や
改
修
工
事
を
含
む
）

ま
た
は
管
理
を
行
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い

て
は
、
③
投
資
事
業
者
は
契
約
期
間
に
わ
た
り
、
大
き
な

リ
ス
ク
と
管
理
責
任
を
担
い
、
④
自
ら
の
リ
ス
ク
で
資
金

調
達
の
主
要
な
部
分
を
提
供
す
る
。
そ
し
て
、
⑤
報
酬
は

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
お
よ
び
資
産
や
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
ま
た

は
利
用
、
も
し
く
は
そ
の
い
ず
れ
か
に
大
き
く
依
存
し
た

も
の
で
あ
り
、
⑥
こ
れ
に
よ
っ
て
発
注
者
と
投
資
事
業
者

の
利
害
の
調
整
を
行
う
。

　
こ
の
発
注
者
を
地
方
自
治
体
に
置
き
換
え
た
も
の
が
、

サ
ー
ビ
ス
調
達
型
P
F
I
の
定
義
と
な
る
。
そ
れ
で
は
、

な
ぜ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
仕
組
み
を
活
用
す

る
と
、
こ
れ
ら
課
題
が
解
決
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
1
）解
決
方
法
─
─
財
政
健
全
化

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
仕
組
み
を
活
用
し
、

自
治
体
と
民
間
事
業
者
が
公
共
施
設
の
開
発
ま
た
は
維
持

管
理
・
運
営
を
行
う
た
め
の
長
期
的
な
契
約
を
締
結
し
、

民
間
事
業
者
が
そ
の
契
約
期
間
に
わ
た
っ
て
大
き
な
リ
ス

ク
と
管
理
責
任
を
担
い
、
自
ら
の
リ
ス
ク
で
資
金
調
達
し

て
、
報
酬
を
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
依
存
し
た
サ
ー
ビ
ス
料

金
と
す
れ
ば
、
民
間
事
業
者
が
活
用
し
た
金
融
機
関
か
ら

の
融
資
は
民
間
事
業
者
の
債
務
と
な
る
。
こ
れ
が
自
治
体

の
財
政
健
全
化
に
貢
献
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

（
2
）解
決
方
法
─
─
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用

　
性
能
発
注
で
は
、
要
求
し
た
施
設
の
性
能
の
範
囲
で
し

か
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
が
で
き
な
い
。
こ
れ
を
、
施
設

が
運
営
期
間
中
に
提
供
す
る
機
能
や
サ
ー
ビ
ス
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
要
求
す
る
「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
発
注
」
に
転
換

し
、
第
9
回
（
7
月
10
日
号
）
で
解
説
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
手
法
を
導
入
す
れ
ば
、
施
設
に
ア
ベ
イ
ラ
ビ
リ
テ
ィ
ー

が
な
い
状
態
（
利
用
で
き
な
い
状
態
）
や
、
サ
ー
ビ
ス
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
不
十
分
で
あ
る
状
態
が
規
定
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
そ
う
す
れ
ば
施
設
整
備
費
で
は
な
く
、
サ

ー
ビ
ス
料
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
施
設
整
備
を

民
間
事
業
者
の
裁
量
に
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
施
設
整
備
と
運
営
を
組
み
合
わ
せ
た
分
野
で
民
間
ノ

ウ
ハ
ウ
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
3
）解
決
方
法
─
─
品
質
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

　
ど
の
よ
う
な
施
設
整
備
を
行
う
の
か
は
民
間
事
業
者
に

任
せ
る
も
の
の
、
支
払
い
に
直
結
す
る
施
設
に
ア
ベ
イ
ラ

ビ
リ
テ
ィ
ー
が
あ
る
こ
と
や
サ
ー
ビ
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
十
分
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
サ
ー
ビ
ス
料
金
を
支

払
う
。
施
設
の
運
転
方
法
の
詳
細
な
ど
で
は
な
く
、
施
設

整
備
の
詳
細
を
民
間
事
業
者
の
裁
量
に
委
ね
、
そ
の
結
果

に
つ
い
て
責
任
を
取
ら
せ
る
こ
と
で
、
品
質
を
巡
る
課
題

が
解
決
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
品
質

確
保
の
仕
組
み
は
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
導
入
の
反
対
派

に
対
す
る
説
得
材
料
と
な
り
得
る
。
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8
．「
サ
ー
ビ
ス
調
達
型
へ
の
転
換
」の
必
要
性

　
水
道
事
業
に
お
け
る
施
設
・
設
備
更
新
は
待
っ
た
な
し

で
あ
り
、
必
要
な
公
共
施
設
整
備
の
一
つ
の
柱
で
あ
る
こ

と
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
。
国
は
水
道
事
業
に
つ
い
て
、

性
能
発
注
に
基
づ
い
た
「
地
方
公
共
団
体
事
業
型
」
の
コ

ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
を
導
入
し
た
が
、
宮
城
県
の
上
工
下

水
一
体
官
民
連
携
運
営
事
業
や
熊
本
県
の
有
明
・
八
代
工

業
用
水
道
運
営
事
業
と
い
っ
た
事
例
は
あ
る
も
の
の
、
そ

の
促
進
速
度
は
遅
く
、
市
町
村
レ
ベ
ル
に
な
か
な
か
浸
透

し
て
い
か
な
い
。

（
1
）新
手
法
の
導
入
が
進
ま
な
い
理
由

　
国
は
、
性
能
発
注
に
基
づ
い
た
「
レ
ベ
ル
3
・
5
」
の

新
た
な
官
民
連
携
手
法
を
追
加
し
、
導
入
を
促
進
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
管
理
・
更
新
一
体
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
方
式
」
は
、
6
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
経
済

財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
2
0
2
3
　
加
速
す
る
新

し
い
資
本
主
義
　
〜
未
来
へ
の
投
資
の
拡
大
と
構
造
的
賃

上
げ
の
実
現
〜
」、
い
わ
ゆ
る
「
骨
太
方
針
」
や
「
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
R
5
」
で
重
要
視
す
る
「
民
間
投
資
」
が

前
提
で
は
な
く
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
と
同
様
に
「
公

共
が
施
設
を
整
備
す
る
手
法
」
で
あ
る
性
能
発
注
に
基
づ

い
た
ま
ま
で
あ
る
。

　
筆
者
は
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
の
導
入
が
現
在
進
ん

で
い
な
い
理
由
は
、
性
能
発
注
と
「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
発

注
」
を
誤
解
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
性
能
発
注
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
「
必
要
な
公
共
施
設

の
整
備
と
財
政
健
全
化
の
両
立
」
が
可
能
な
手
法
で
は
な

い
し
、「
公
共
事
業
へ
の
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
」
を
最

大
限
に
行
え
る
手
法
で
も
な
く
、
民
営
化
の
反
対
派
が
求

め
る
「
品
質
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
を
民
間
事
業
者
に
さ

せ
る
手
法
で
も
な
い
。
自
治
体
が
導
入
し
た
く
な
る
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
が
な
い
の
で
あ
る
。

（
2
）上
位
施
策
と
の
整
合
性

　
骨
太
方
針
も
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
R
5
」
も
、
民
間

投
資
と
「
P
P
P
／
P
F
I
手
法
の
進
化
・
多
様
化
」

を
求
め
て
い
る
以
上
、
そ
の
方
向
性
を
満
た
す
こ
と
が
可

能
な
手
法
で
あ
る
「『
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
モ
ノ
の
調
達

（
P
a
a
S
＝Product as a Service

）』
の
考
え
方

に
基
づ
い
た
サ
ー
ビ
ス
調
達
型
P
F
I
」
を
、
P
F
I
調

達
の
選
択
肢
の
一
つ
に
加
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
財
政
の
健
全
化
、
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
、
サ
ー
ビ
ス

品
質
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
い
う
三
つ
の
メ
リ
ッ
ト
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
手
法
な
の
で
、
政
府
の
方
針
に
沿
い
、

そ
の
目
標
達
成
を
可
能
と
す
る
仕
組
み
で
あ
り
、
か
つ
自

治
体
が
導
入
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
る
。
岸
田
政
権

が
掲
げ
る
「
新
し
い
資
本
主
義
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

「
P
a
a
S
の
考
え
方
」
に
基
づ
い
た
公
共
施
設
の
サ
ー

ビ
ス
調
達
へ
の
転
換
が
お
勧
め
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
P
F
I
法
は
、
そ
の
正
式
名
称
が
「
民
間
資

金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関

す
る
法
律
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
公
共
施

設
な
ど
の
管
理
者
が
民
間
資
金
を
活
用
し
、
施
設
整
備
を

行
う
こ
と
を
促
進
す
る
の
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
で
P
F
I
手
法
が
導
入
さ
れ
た
当
初
は
、
P
F
I

事
業
発
祥
の
地
・
英
国
と
同
様
の
経
済
効
果
が
期
待
さ

れ
、
導
入
事
例
が
伸
び
た
も
の
の
、
自
治
体
の
財
政
健
全

化
を
か
え
っ
て
阻
害
し
て
し
ま
う
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
が
、

2
0
0
0
年
3
月
29
日
付
の
自
治
事
務
次
官
通
知
「
地
方

公
共
団
体
に
お
け
る
P
F
I
事
業
に
つ
い
て
」
で
公
表

さ
れ
た
た
め
、
財
政
悪
化
に
苦
し
む
自
治
体
に
と
っ
て
、

P
F
I
手
法
を
導
入
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
第
1
回
（
1
月
5
日
号
）
で
解
説

し
た
。

　
「
P
P
P
／
P
F
I
手
法
の
進
化
・
多
様
化
」
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、「
P
a
a
S
の
考

え
方
」
に
基
づ
い
た
サ
ー
ビ
ス
調
達
型
の
P
F
I
手
法
を

加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
治
体
が
求
め
る
財
政
健
全
化

を
促
進
で
き
る
仕
組
み
に
転
換
す
べ
き
で
あ
る
。

9
．エ
ス
ク
ロ
ー
契
約
を
活
用
し
た

　
　
　
　
　
　
　
サ
ー
ビ
ス
調
達
型
の
仕
組
み

　
日
本
の
P
F
I
事
業
が
サ
ー
ビ
ス
調
達
型
に
な
ら
な
い

理
由
の
一
つ
に
、
P
F
I
法
の
前
提
が
政
府
に
よ
る
施
設

整
備
で
あ
る
た
め
、
民
間
が
資
産
を
保
有
す
る
と
、
補
助

金
が
出
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
ま
た
運
営
権
を
「
み
な
し
物
権
」
と
設
定
し
て
お
り
、

自
治
体
が
運
営
権
を
取
り
消
し
た
場
合
に
は
、
自
治
体
は

補
償
金
を
供
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
金
融
機

関
の
融
資
リ
ス
ク
を
な
く
し
て
し
ま
う
仕
組
み
で
あ
り
、

運
営
が
悪
化
し
て
も
金
融
機
関
が
事
業
介
入
す
る
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
が
な
く
な
る
こ
と
を
、
第
6
回
（
5
月
15
日
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号
）
で
解
説
し
た
。

　
そ
れ
で
は
自
治
体
が
資
産
を
所
有
し
つ
つ
、
財
政
の
健

全
化
、
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
、
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
保
証

を
行
え
る
仕
組
み
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
要
求
水
準
書
と
し
て
「
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
仕
様
書

（
S
L
S
＝Service Level Specification

）」
を
利

用
し
て
サ
ー
ビ
ス
調
達
を
行
い
、
建
設
費
交
付
金
を
政
府

か
ら
受
け
取
り
、
か
つ
財
政
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

自
治
体
が
資
産
を
所
有
す
る
仕
組
み
が
導
入
で
き
な
い
か

を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
拙
著
の
「
5
・
6
　
モ
ノ
消
費
を
サ
ー
ビ
ス
消
費
へ
と

転
換
す
る
政
策
立
案
」
で
も
触
れ
て
い
る
が
、
エ
ス
ク
ロ

ー
契
約
と
信
託
銀
行
の
エ
ス
ク
ロ
ー
口
座
を
活
用
す
る
仕

組
み
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
よ
う
。

　
エ
ス
ク
ロ
ー
契
約
と
は
、
施
設
や
モ
ノ
の
売
買
に
お
い

て
民
間
事
業
者
と
自
治
体
の
合
意
が
成
立
す
る
と
、
買
い

手
で
あ
る
自
治
体
が
施
設
購
入
代
金
に
相
当
す
る
建
設
費

交
付
金
と
施
設
整
備
費
自
治
体
負
担
分
な
ど
の
総
額
（
自

治
体
の
資
産
）
を
、
第
三
者
で
あ
る
信
託
銀
行
に
預
け
、

サ
ー
ビ
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
確
認
さ
れ
た
ら
、
民
間

事
業
者
に
当
該
サ
ー
ビ
ス
分
の
資
産
を
譲
渡
す
る
と
い
う

仕
組
み
で
あ
る
。
信
託
口
座
の
資
産
は
、
事
前
に
支
払
い

目
的
と
し
て
設
定
し
た
も
の
以
外
に
利
用
し
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
制
限
が
付
い
て
い
る
。

　
施
設
整
備
は
S
L
S
を
利
用
し
、
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
を

達
成
で
き
る
施
設
整
備
の
裁
量
を
民
間
事
業
者
に
委
ね
る

も
の
と
す
る
。
施
設
整
備
の
完
了
後
に
国
、
自
治
体
、
民

間
事
業
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
応
じ
て

民
間
事
業
者
に
サ
ー
ビ
ス
料
金
の
一
部
と
し
て
自
治
体
の

資
産
を
譲
渡
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
た
エ
ス
ク
ロ
ー
契
約

を
締
結
す
る
。

　
こ
の
エ
ス
ク
ロ
ー
契
約
に
基
づ
き
、
①
民
間
事
業
者
は
、

施
設
整
備
費
相
当
額
を
自
治
体
の
エ
ス
ク
ロ
ー
口
座
に
入

金
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
施
設
を
自
治
体
に
譲
渡
す

る
②
国
は
、
公
共
施
設
の
所
有
権
の
自
治
体
へ
の
譲
渡
を

条
件
と
し
て
、
建
設
費
交
付
金
を
自
治
体
に
支
払
う
③
自

治
体
は
、
国
か
ら
受
け
取
っ
た
建
設
費
交
付
金
と
施
設
整

備
費
自
治
体
負
担
分
を
、
信
託
銀
行
の
エ
ス
ク
ロ
ー
口
座

に
預
け
る
─
─
と
い
う
三
つ
の
行
為
を
同
時
に
行
う
。

　
サ
ー
ビ
ス
料
金
は
、
ユ
ニ
タ
リ
ー
チ
ャ
ー
ジ
と
し
て
支

払
わ
れ
る
た
め
、
エ
ス
ク
ロ
ー
口
座
か
ら
の
支
払
額
は
サ

ー
ビ
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
料
金
と

な
る
。

　
自
治
体
は
施
設
完
成
後
に
施
設
を
所
有
し
、
建
設
費
交

付
金
を
受
け
取
っ
て
、
そ
の
交
付
金
と
施
設
整
備
費
自
治

体
負
担
分
を
エ
ス
ク
ロ
ー
口
座
に
預
け
入
れ
る
。
民
間
事

業
者
が
サ
ー
ビ
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
達
成
す
る
ご
と

に
、
サ
ー
ビ
ス
料
金
の
一
部
と
し
て
支
払
う
こ
と
で
、
エ

ス
ク
ロ
ー
口
座
に
預
け
て
あ
る
資
産
を
少
し
ず
つ
民
間
事

業
者
へ
譲
渡
し
て
い
く
。

　
サ
ー
ビ
ス
料
金
の
一
部
と
し
て
自
治
体
が
債
務
認
識
す

る
ま
で
は
、
自
治
体
の
資
産
で
あ
る
た
め
、
自
治
体
の
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
毀き

そ
ん損

し
な
い
の
で
、
財
政
健
全
化
に
寄

与
す
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。

　
国
は
、
自
治
体
が
公
共
施
設
を
所
有
す
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
、
施
設
整
備
費
交
付
金
を
自
治
体
に
支
払
う
。
国

は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
施
設
整
備
費
交
付
金
の
支
払
い
を

行
う
た
め
、
制
度
上
の
変
更
は
不
要
で
あ
る
。

　
こ
の
方
法
を
活
用
す
る
場
合
、
民
間
事
業
者
の
債
務
不

履
行
に
よ
っ
て
契
約
を
解
除
す
る
場
合
で
も
「
み
な
し
物

権
」
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
自
治
体
が
補
償
金
を
供
託
す

る
必
要
は
な
く
な
る
。

　
な
お
交
付
金
の
支
払
い
後
、
実
際
の
サ
ー
ビ
ス
料
金
が

支
払
わ
れ
る
ま
で
、
交
付
金
が
自
治
体
の
資
産
と
し
て
認

識
さ
れ
る
た
め
、
財
政
状
況
に
影
響
は
及
ぼ
さ
な
い
と
記

載
し
た
が
、
施
設
整
備
補
助
金
と
し
て
支
払
っ
た
も
の
を
、

サ
ー
ビ
ス
料
金
と
し
て
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

の
確
認
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
交
付
金
を
支
給
す
る
担
当

省
庁
や
財
務
省
と
の
協
議
が
必
要
に
な
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

10
．自
治
体
か
ら
提
案
を

　
こ
の
よ
う
な
新
し
い
仕
組
み
は
、
国
か
ら
は
提
示
さ

れ
て
い
な
い
が
、
国
は
「
P
P
P
／
P
F
I
手
法
の
進

化
・
多
様
化
」
を
促
進
し
、
民
間
投
資
を
喚
起
す
る
成
長

戦
略
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
民
間
が
投
資
し
た
施
設

の
利
用
を
自
治
体
が
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
購
入
す
る
手
法
を

導
入
し
て
も
、
施
設
整
備
補
助
金
が
従
来
同
様
に
支
払
わ

れ
る
よ
う
要
望
で
き
る
は
ず
だ
。

　
国
か
ら
提
示
さ
れ
た
仕
組
み
を
選
択
す
る
だ
け
で
な
く
、

自
治
体
と
し
て
「
P
a
a
S
の
考
え
方
に
基
づ
い
た
サ
ー

ビ
ス
調
達
型
P
F
I
」
の
導
入
を
求
め
て
み
て
は
い
か
が

だ
ろ
う
か
。


